
【資料】新しい標準服のあり方

夏は暑く

冬は寒い

男子はズボン

女子はスカート

学校毎にデザインが

違うため、高額にな

りがち

学校ごとの指定が

あり、選択の余地

なし

2030年に向けた「学びのまつどモデル」指針

自立
主体的に行動し人生を切り拓く

誇り
松戸ならではの価値や魅力を考え、次代へ

継承、他者へ発信する

つながり
互いに認め合い、助け合いながら、地域づ

くりに取り組む

多様性の理解

と人権意識の

向上

『松戸モデル』標準服

SDGｓ

あらゆる

多様性への対応

気候変動への

調節機能

保護者負担

軽減

オリジナリティ

これまでの制服・標準服は・・・。

リサイクル制服

の数が少ない

リユース

自分が選ぶ

郷土松戸を誇りに

互いを認め合う

ニーズ

保護者

生徒

新しい時代の

新しい時代の標準服は

新たな教育環境の形成

機能性


